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一㌦rbt:う･あても と他 の･45･:専潮を●ヒ坐 し泉をLておく｡

轟E滋rbてう･あたもり各島最早冬d)すう.JL1う｡

あてう.･《希う占Q)をあ う王云た単 年卑縛ミtLう3･(PJ31)

あた う:(1滴も.5i.Qiが毒うEりI=尊t=揮 触†う♪
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く1) 石を 隻に あてろ｡

(i) 右で 隻 も たたく.

二4)よ うに.頂 ても でt{AもBErJと､､う形を∠ク,Atま淳

放 しようL静争†うtのを′Bは寄放そうけうgc)卓示す｡

一名TT:左<JJうrq.でももと､､う形を,tJ),Rが与良 (帝赦 しよ

うとすう己の)を′ bが存歓をラけさ己のをも了｡(Jl下.

A,Lirt･i●たJB乳の′BffL=,のそれで鴫 たく う己の を･7-･号｡)

こ41よう為動詞6)か こくう琳詞の鼻 Ld′そ41で4(4)動詞 の息

冬の量をあうk,す4 '(.1.Xi)でt､えが.旦 郎 うわ巨 ､lわ
れ う軸路の宙象は′ (1)が塙 Jて誘う47J=申 し.(i)Lirai で あ5｡
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うAt弓のに 封 LJ｢たたく｣8年.Il埠牌的な細砕である.きた,

rたたく,で IB帝にrb-#Jなど針の3全ミ僻 )きあらわう穆野栄

冬と')ううd)に宙と,rb てう｣で娃r̂ b一束 マス7え 務て

ち,｣o)ようJこ , 如 r周象Lか1易名があう｡これも.頂 てうJ
が簡賦払 " I;如 て中立的丁~･biと､､う稗鍵を発 つ′ ヒ名
乙う ｡

凍 上,I:享てう.とtk左iJOほ を息丘が′ r/LLtフけ 5JとrFt良くJO)

車はど●汀 あ5うか.甘 っ鱒 .と､､う針 1,兵郎 押 棒餅 を
あ
‥ま

うわ寸場合Fri′帝 に娩こちあらわす修飾語を とりう吾 し

た瞬廟的ftぁも｡こ0,ようfi卑敢とおt､て払′rJSフけ-3J.･i

rたたく｣などのお.曹動詞に魚tl､る と､､え よう ｡ 乙 5･L,｢Aもβ

に｣ ヒ､､う終え):なう●~去､牲1-iてうJt=即 である｡ こC)文法 的

令徽o)丁墾 .rJS:-っけ3Jと慌て5Jとの高鳴 甲蒋微がかなパ 気
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2･fTiてう･あたも と｢ぶっけう･ぶっか与J

A･1･･具体的希取47埠を

(1) 石 を 頚 に 奇 でう .

α) 右 &.A.頭 t=-ぁたち.

(37 石を 頚 f= ぶつ･けさ.

(1) 石 が 頭に 'I:-っ か与.

(1ト (4')t}′tきh'同 ビ坪血色あうわして､-弓 ｡ここで.甘

つけう･･7･'.っ鴫 4,着が'j:クか 磨官軍あらわ日 産どられる

か王Lit香 い ･私 は.そ4(が ユ･三･だ見た南藷の背教01･.量でろ

うt煮える｡ すみわ手.',bて.う･あた3. 8.･T･身や瞬膚虹l=再 L
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L･九か 1. すな わち.;k47よ H :具体的(3神 妙 を-とまなわな

い薄紙 J:恕 7けち･,1:Iっ再 J的 ､､らktない ト ､ラ点 があ.55,

うであ う ｡

(/2) 2'J･.ンに ツ亨も あてろ.

lB)てズ/1tl.ンIニ ッギも ぶ ?けう｡

I-ス,Ttoッ トラ イ rJtニ真如 つなや勤を畝3).さかビラかB周顔 で

あうう｡ LblL′ 具体的な碕払 t:カ･埠剛iLt､-?務役が帝

免1号己07とB I､えを1､ ｡ 更改の連写に方.､てT3,線甲均 た

わを帝,.T蒋醸†う叫 や軌がtF字 tfA うが ら'7.あう｡-∫,

て′r,b:つり3･,f7 与､3,に'-*.紬 は･FI苧b肯飯で13ないと考え与

れう｡(良.お′(/ユ)の鬼 烏′rlyjfJたi幼 野があ 5ヒt､え 5gi

Li(か 1 . tかL∴そ4日ま斉藤 の免 象[=とちわ如 すぎてり 59

r5'てもであらわ さ氷る4)は'号争軌 では なく,r寄卵 ,であ 5.)

とにかく′ 異体的な施し拘 0)海鮮 ･衝突を､,ラ欝 . 協 73･あ

た 3J｢;iてフけ 言･･J:tつ かも と王に′簡 動Jli垂草で lきな く′ ｢あて
3･あた3｣flさ耳 と蒋終 り こ LJ叫 r･7tLフけ3 I,i:tフgaJで13
I-̂qJ東寸言(瞬 喝的t滞細 L,亨こtこカが加わ 3)こと｣が泉風 土れ

5｡;A47丈 を九線Lて串よう｡

t/vJ 蚤を ぜ lこ あてる｡

(LS) 頚も 虜に ぶつけう｡

ul)でLi単J二等 取 さtt5fFけf街柔さtLう息壬あ39?)なの Jこ封 LJ

(/3)は卓を息敷仁額劫させた冷泉畳Jこ街東させ う こと,o)巧を あ

らわ†q こ0)ようIこ鳥えうと,(り～(4)41差tiノrbJと｢頭Jql卑

な5号蝕か ′も の命如 場 長のra への卵 か..tt､う点 ′二乗 う
と巧13すことが7Jき5.

fo)(I)-(･I)でわか言ようf=ノ軒っけ3･J:っdSJのALL成制 限が 生 どう こ

とが為ウノ rbt5･あた3Jと鼻b･.一生どう ｡ fJiB/='騎Lて差招_

あ5であ5うbl･史 q)軌をみて申よう.

ut) メqHr")も辛btA くだ )亀車に 丘 面 g与 あ た 5.



(n) 4)ぼり亀車が くまI.I)も卓 に 正 面か ～ Jl:っダ5｡

叫)･メ鍵5･沖で .農耕が 綻周 r- i'た る｡

(n)舞3-沖で 黒潮が Jl:lっか さ｡

･(10) この丸で 直通 4i 県連 に ぶつか る｡

(〟ト (./u 6)･場合 AとBb･.･とまに碑如Lて療要す5ことを.

あうわー｡I.･こ て･WE)(/f)のよう'1-JAた5Jさ針 lら4tな ､l｡ こ

07度 由.i.,･これ ら17鬼 壷が尊●如 蒋取1簿 むく街安息もSも

頼 りであうダ目 名i･5･ニーt･:.･汗 王'ようが′守如 プfrb

i3.4)喝 ･GJBが･臥･a 亡机 まま.C)'であう華軍があるからと宅え

う｡.(LO)p,93か.('nllJl)に'*･ど･7･考えてよい｡卓錘的細 動Li酪

y)～41番､､5.㌦ 号4tで4t4)温411oJ街東七見えうこ とが できろ｡

ね お, (/つ)(/H t},･rAと8.が ぶ 76､3oJt-tい､かえ うこLが弓

飯で扇 ｡･･･̂ヒβと再 丸で町角再 与た封亘･窮み L街膏す
うかうであ5う.rあfC3Jk･.I:i-め.よう患え如 う半数がか ､の t

この点 L:よ5,と為え ら九号｡･戊 の戎生的申該F.rb孟3Jが針 ･

～机も､､の.i拘 ビ 59由･]=ようこ

(1日 '最 良が ･あたさ.

(1,) 急A,d････,Btt･つ再 一 ''

之.2.二着乾一朝 な各合

IkQ)ような塙令Jrb七･5･あた●も47考恥 tうれて′甘■っfJろ･

･!･:っ d､う,Liか ､･うれtj､ l∴

(13) 丸 を 的に あて

叶 え･が ･t 榔 二

の y丸を ･的に

tHJ X失OIt 的/=

･た
:う

つ

一あ
..ぶ

'Li

∧
す
すつ
け
.か

○

○
る

J5｡

(ユ37(叫 やA.坤,･･* 触 ･概東･を毛L5''わうので IS+3く, Aのβ

'I;勾すう二名九二●的在由各碕車･･;か恵'g)'冬毛うわうiあT.ある｡

これ うd)場 合 ,'果敢 /ニIさノr'kJ寸土rGもに う.き き亡 , て､､ち･J Z:～

フ けさ･,?::っう･るJS-1即 ､う潮か一､の13,'rL b･l頂も J:鶴費Lか ､&､う
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で己あうが J一般的にこ名札一吋な場 面でLさ印､､う机か ､ ヒ

t､う歯 鴫 え らAtろ∴ .恒 軽 L!一 ,':･t･.･lL},3でか う･一■●

2.3.弱ふ 47場合
∫

机 上′･5':鉢的 fJl紳 士●の 痩 鰍 飾乗の甥合をぢて きた &L..A

とBd)討pti=･'.tあ う̀ゎ'†挿話Itよう..

(17) 今 年 6)子株 4)日 Ii 日野 Bに あた弓｡

(li) ヶ 年47}鉄 のB8 8曜 日に ぶ っ かる｡

(ll) /7 ラ シは 5:JRヒ あ 占う .

叫 ∬円は Jフラ ンに あ た う ｡

(3') l･･彼止 水 47おCに あt:ち ,

(517 そのfJ--為fl 不敬凱 こ あ占う.

ますtI, (17)i(LP)Qは を̀鳥 え よ う｡｢.i:.ラ5･うJI=/3上 T'ヵて 乏

たよう L:′ b･疎 開也と-､う渦 紋を頼つとニ55､う主に街努を

あらわi｡こふよラな息 が, 二の 亀にマ イ ナj -= ---,:tt

付bDlう...如 くユ3:)とeJニ′r3 位 の PJヒt-｡曜日Jが一致うう こ と

モあらわす5rJtu )j･''学Jこそ07季東を逆 J<tて1､律 ●̀鳩 Q,,.･:-即 ,(.主3)

はや41を11や七草Ai!j::と思 う盈･苛が軌 tて 11う｡(ヱ9)jX77㌦

r･ざフクー3.が針 -ウ朗か ､ の す ノ これ Id7文で I3. マ イ 17･1

メ--Jも勺如持 場食が考 え られT,草L:A とeb1..一朝 {そ
ことも漣 ヾ ちT=:けt.I:ならだ3う｡

上0)え で注 戸 さh そ の 谷′ カ と 8･bt.'真操守鮭な まqjtテラ
鈍色So)9.､名号とt､う点 Tあう｡ 的 13Uo)のよう1=b'5がノ

(31)(JL)て一､1iA●一一Bを吏額すうと文は成 り立たか l.

(33) '私_q未 とは 線Jこ も た.う｡

(34) X不敬 罪13 イo)行 為Jこ あたる｡

こvl理由13は,i/ILIJ･.＼5.1㌧え凍.5灸なi

8と≠に岳う程象の海も己■弓, と.ちらを国史

のて .レLA
ノ

耶
L

八iZ]
/jtE

円
山.～beJCT

､
/
一

五 つのi:殆 L,女･&不 ヲ絶息もo)では′Aと対束 †

が国見されノ Aを フわ にや tttに毛えな け加 IfblP

もりの8ry.J
■LJ

･う･丹一ヽ＼



うう○

之.ヰ･そり他の掃句

rJ;･-叫 5J:I,かSJ-i,1軒 も高 車 とこ5から,A曹吟
な亀,畦も号っこと.己あう｡

(3f) 洛 ')を 政府に~･JJ:t'つけよう.

この場息 .-恕 'lJだか与.丈が串 ')宜,て115が,篭6:･Jでは虜
I)五七 なIl.

(3q X卓がの声 を 軽舟に ぷフりJ=う｡

(3S)で法学缶う苛雛はあり丸をtl(?)長より.r:bT5Jは恥 l

うhtflll.

こ郎iで屯べて三号19]11,.15好守の息味も巧の帝政隼 邦

うこ とbtl.できたが,孝のい .1; 'ノ よf=t'乱 され 5'如 ･､.えがろ
う点.持､lな37なIl ｡

(37) ミb ンが あたき ｡ (くさ5′壕5･'.っく亀1･●)

(38) 乳 り急 I= あ た う. (あT3ク敵 う り
的 貯IL あた･5｡ (寸寿iち亀{')
(yo) 急きに あ去き,

ねど･ こ atうLこフ t､て 13, ミらl=凝召す5･弟夢が易う｡

3.I-ぁ£う･/Ifフか5｣とrb.ずれ う｣

電通 .rbたち.4)鼻息誌 と'L'てIi ′rtlすれ う.が岩え られ る.～●

Lか L.I-Aた5｣の節句りすヾ て4)毛足東 風 に E73rれ 3Jか､弱

畠･15わけでT3なIl. 1

ます､′ r5'f= う.と句 で九5'.bl鹿討の轟､疎 lこなう 喝積 を4 7今

上 う｡ ●ノ

u) 丸 bI 吟に

I?) 丸bl 的.I:

(3) 丸b{ 句を

車たう･
ム走 ら か I ｡

はT丸さ.

(i)と(3)が 今 くra･ぐ息疎をあうわ号とは言i lJt､に L7t.

鍵



不払 LLて 向ぐ̀場 面で斡 tlちJt3,と､. ラこ と¢で きよ う｡

まf:簸埠 噂 癌で は'l隼 .i.恥 う水 う｡

幹) ･丸.5[ 的 を それ■:う｡

ri丸 も印 す糾 .摘 i･.森田艮毎(′77)tB;RQ)ように顔 こ
して11うー｡

i体 ･

対乳

i{ (
･F

,め｢そ郎写J吐こ4)田の よう Jこ,そ d)穫蕗 が褐盈 F=七 号か こ●h l二

子キし,rS,たきJt
t ljH･ -れつJは,

ち()後 払屯縛麹で省tiく,
◆弔歌

Ld)的像が開塾1'あ
う
･｡､

一奇','' '｢ぁた3,･3即､うわちか′
持ド拝見の主監良寛･･=

-(-,i'.
rLl

i･;､
盲
Ifi･
''帯t､ち加か ､硯43.㌢bJl

rrボこ
1-;

.
4

t5)麹が蚤t=あたう｡

きりF頭が登とi･3す'胡うG
t

1) 轟 S･t 韓 結た あたるサ呼 メ南 が 後縁を 凌 F'が;50こ-3t= 窮てこ払, 折 ●l Z-BF･再 5
か寄かが周遷 i= 毎もむけて't8怠tlすきF= ,

百度 があ3わ即 ●●iか 1｡収上 あ

タド′･ryhク･'了よ･
dTニ



(りと(tE)47解凍 鉢′Eで埴ヾ走点よクJ鹿点 の患い■盆ヽ,
aRlうことができよう｡ 寸Aわ き′(1)で吐′･㌔Jを盈LT5''皇終

に と ,てr鞄舶 硬であ5うとな か5-7と登た儀 努 とIlラ音亀
か 未こ,左ことをあらわ すd)に労し′ (I))で称,rlblを及 ffた農

i ･)見たB棟に再すう局後をあ らわ号.こ十･･で(Ju の角陳 か
鳴海 にb･う｡学t=青酸Lたことをあちわ†ヒ為え う5-為.1*

乳 として帝 ,圭･日夜 との飼鮎 あうわiとそ飼t叫う｡r如

もに性′亨Z=葡亀 とLIQ)B橡 があうo)･かどう.5･喝亀であ.言｡

阜轟で特J 一束 ,日簿を培 う場合希土も､､尾島南方あ●3 と乳

jLLT舟く, .I

亡 うJ･-/ 5,と3Jt･竹 で'JlさJS再放 す声例 もあJr'ておこう ｡

(/1) 芝居が 串まう.

OD 乞虐 6{ 'lTA15｡

(Jl) 71/''btv あた看｡

(q) 7,)が 仕丁水 う｡

抑 え負号級が あ尤う｡ I

(n) 末急ぎ乱す tiでhtう｡

これ らの約1illBがあう わJ打て i､･TJ･･16･tt;llr4日 -嘉凍●

一角であ3t一考え5れ5,衣o)gj-tLヒ薮 Lてみよ う ｡

Oc) )でヶが あたち.

(a)メJ月 が はすtれう｡

(4),(/I)Q)喝AJ-7Flこも貰うとtlう萄亀があっ.r,7,JLt=.liFAた

りJか匂 柑 ｣げ か､ヒLt･う盾呼かあう.々41)こカLT′(13)Os)
の壕名 ,r̂'tう｣と.､ラ i巾が高取 とLて あげう4(てい亭わL.)で
はな日｡r/t･1.の埼 怠 'i′犠 左SJことが肯如 け あ)一郎 Ll
･､3.年畑 の格 和 子守如 穣 1.m ,'叫 dt3.対象毎

夜i:(古,てt}t､ねIl.葡乳と日 ,-一名衣一拍血B棟 七潜 ,

7,-3か差5､8:潤確)=なつといえよう.

かわii応 をあうわ1場合,亨4)度恵襲 )さr*iF3Jr憩う.丘ど 〆

押



考 えられ 5.01まで'机 う.fさこ47喝 食の灸象萌 とはむうか ､ ｡ 3

阜′rtiでk 5Jの泉を罷 ヒfJ･言のはr:A 点3,0)今 で 蕗を､､..甘さ､
3.等ヒの亨寸丸が車亨t,九5う.

●ヽ

ヰ･rbた3'阜甘 フグも一丁-まとめ.

す･1. ｢あた る｡とな 75､3｣の恵を



古11 ｡ 失聴取t､うkt盲軌 =fi阜･.ううb､了 方 t:乳よってt1 35･S

Jeaも争､､3･.I,乍itlこ3.,て.白華 Llと秤動甲 占車曹fJ･各藩の象

が 如 と粒考え 54tb日｡ S , て,-ここで奉げた象 ･海象 Li

黄色 ･(.あう.t聯駄 ミ叫 5｡

1.2.I-,T･Lフ か盲J に フ l一丁

二二でノ森田(′･[1)のウ:tつ化 町畝鳴t?'.･､て老 えて巧よラ｡

森 臥 iノri,患うJとr,Tf,う･･i,のか をrrj5'1.本L3+13-j5だljO'作

柄でJr序敢偉串 が, そAtと･汀 .･it'たうtl.t'′iL∴塙希で13
わ歌うとt､う長乳 えか 好 LT,Sh:フグ31L},専与 と丸ヘ̀ヒ且

/豆 ､､く畔 のtこ3を,亀 †で帝蜜軌 略 .うblだF'').ノ激
しく街東すき碑甲を･､'?J(p-叫 と-3･｡●=.うた.r,7:I,b･き｡)I

7f亘 fi′｢r奄 l: ぶ フグ･予.J.己′ 疎密と,阜 rJ.Jl'の冶叔 薄雪ブ
ニフの鼻毛のエ :に威.)立,て､･t3.(P川 とL,

(リ ー8番から 簸 t､軸今に .■ぷ 7か,f= ｡

t{･～も-?えとこyl急､夢で確灸 号5､tL5LL,rIi缶への塵境帝も

7･_I､:}亀藩 Z>, I:I:tフ JJ.3.QJ冬卑気 か 二幸畢fJ･一背後であ5うJJ.

(2) 一 由帝9与 慮 ,準 .亨E= あL-1Jたi
とい ､t､うう.(17にi川 7Ii,:'irっ6 3)qJマイテ7-†メ - 1･-､

l=よ, 1弼灸 で空きう.笹 た ∴7:I-,き､さ｣Un}濁度 E..;i/?グ茅.

J?衛 栗とい う歯(協 た言./=卑 L･て轟 く.蕗 ttう身(3')b･う寿港

で と う｡き,Tノ亀 背へ01甚温存軍 と‖ 油 を , rわ ー5･も が

rb,たSJlこ再〔て項7.線抱 的.摘 む :)輯赦 ヒLf}考えか - ｡

なガ,fIbi'F:うJ/:フ ･.-7 i乳牛戎Jlたようlこ･, 二 一)語が尊lこ

簡酎 細 が′ それた)で水村 七才t,･iE'し･､喝.dT7､､布わ氷･5

愚鈍 iiフと性 急えbtl ｡

∫､ rbた3･.i:つか'3J4)膚jEt:薫 き絶 !=う､-IT

二九汀 rhた3｣.鴫 鼻も′｢JI:'7.ダム と上し玖'L'7,I-i Iこ蒋触

ううJとし●て空 た- = ･L.,.･･.や の席軌 もあう折 詰 と根 したヽ

埜



噂r-は と小ラなの か｡同線 に,一束8:]6)盲も群 と喝軟 さ水 5 吉4)

で t,向 どよラな鴇色で持いlう氷 る場合があう｡ その浮 上で

31てきた声う各ri,た5/S:フb､3Jの亀轟 の説用でその亀 が弼歓

でミラのTl'-5ラか｡ 二･三亀 を旬 1=もげて棟観Jて 31た ､､?I
J.1.｢ふkt3J

(り も 虫にでき ふれたちLll.

a)?も虫にで毛 あた,たらLll.

臼) 傘の名が 彼女の烏に ふれf=｡

LA) 私の届が 鑑すの肩]= あた ,た｡

切 (5かが 且 07もlこ ふbtた｡

EL) 角9､9l R_の丸[-_ あた ,た｡

n) みのやた･l色糸.に ふ れう｡I
qJ 卦 の今もt､生糸Iこ あたう｡

n) かPAの空気に ふ41う｡

(lo)x節食の色気に あた5 ｡

'ttり 生きた菜箆 に ふれ う｡

(Jl) q･i モ左丸亀 Jニ あたる｡

r,叫 3Jt･r:AたSjJ=お-､て異ふう崇tl巧 くあう ｡ 碑線的であ

38､千五錦 であ さ5t,力が加わ うなりかヰ怠納であ3-か孝｡

L∂､L,敬 老的 に息,弓の薄綿 のぜ亀の象で も召し息も水5.

こ 07象払直観月 に11碇のJlうJ=薦え 5丸さ｡

淫 了 言 ｢
ふれる あたう.

JSこd)豆乳 も確謎 †舌こ と'Tiで三か ､が,(3ト (P)01号 41

ぞ机4)姐の差は上の上う耳 鼻で弔銃 Ll亡

である｡(J)(1)で は ′ この象 Jこ らが小さい

′し
一.LL

つかえたl､よ う

Ilラ鹿仲が 加わ

つL2:)がl掃いE,札在(な3L為え もれろ.また, (1)-01)で i

肝



この豊が島えらkt与,(Jl){Lrbと も bl揮い lろ初号と.ヰ3(ぼ,
碍亀等の場合で も),.ただ尊 にTR言もの畠王水う醜 与.;̀ぅか

f7で肌 叫 3J ･Lか串 t､うれなn｡｢あた3.1:B′貰 畠.i=五虚か
ら鼻 声､う ことが声苧 Lなさ.(JO)Iが恥lう机か ､●め宅tJi)の3･)

も正面かう尊敬 †う場轟 で良か ､与､うであうう･｡

∫.i.I:?け 5J

画展('70)t},rb73Jとr7け 5JO)亀を史◆o)よう●JL払足 して､1
3 ｡

了テルf◎

･yT′バ◎

【物体Aと物偉βl=蒋 触 七 色 言〕

【邑橡 とそれbtlように1さ〕

〔軸路Aも物'iiβに藩 離 させ ち〕

(滞練乳錐叫な t､よラ11すう】 ノ

(◎Ef 牡生息が置かれて､､う こ とを泉す)(ど/61)

こJtまで0)有村でtふノt-B橡 t.そ水も､､ようこ･l=す 3Jと､-ラ鼻

Liか r L･言争にあうわit5ものでJiか ､ことを示 L走｡一

恵r7けうー重 厚 lこ帯解を.示†だけで 一細 く ,蒋義(ヌーもゼkt/こ

ih ･､求襲､)と泉†と思わ叶う｡よ,て,こ.二でt3.回 京 4)a

希も荊-,さも うJ 亀､青､q)キナatう錫符が巧机で4t鹿であうと
弼釈 †う.

∫.3.｢あ う･であう｣

rbても .とこ机 う47･.喪 と47賠償は 上で と?あが､f_頚 >･')･き身

･＼かiLオーか tが.史q)よ)な喝省ヒ牲似 た急峻もあ うあ1.

tl) 息か-T

p7 あ ると

t3) も 方た

a) 先元た

(I)･ い･･､穿 /I

:･a)I.1､､1●虎 l=

.(1)･･◆nn盤[-.

あた さ｡.

ぷ フかさ｡

あう｡

であう｡

も う. ･･･

IAf.っかう･1.

あたう.･二･

′J



(I:昌 芸霊芝詫 言: 三崇 ､;∴

L｡(,)室･At37(47皇妃郎 さと′ (i叫 が卑Il息 奇と点息も†う

ことをあうわ寸のJ:削 JtI)Li)f鴫 うダo)_#酵 ･東手相
わ叫5ことも,ij｡まL , (3)と(4)0)5が いR,骨練 と轟音 o)tII
をも若乙ユニと暴 できよう.LS)圭(̀Jn象･iL')や解繊性)～
もオミを考え3-iヒがでもう｡ q)と(?)'宅周楓 で あ5う

rリ
ー
･
■

JA
か

uQ) 等dL. あう.

(,,) 湾が あf=う.I
oQ)4)えで也 , 包～乾し1主た老8{･k解 と一級†うことをあ

うヤうd" 辞 し,0扉 B,一義3･･約楓 tTS･)膏 の釣硬 卵 夜

長盲:正確 卜 奴 †うことも あうわ1といえよう｡

g∴最後た

-k机上で名家と疑え3が′上i)方椅 子や凸8-机 (I,蹄 も顔フ

rb t:盲･ち{･Lう｣6)患着払象 明LきAtか り Ti L':11七

判q)鞄酌 tの比 轟 も3:寄T･A･''ぅ'5''.

今径の認惑 t,した-I;

多毛･i林

き○
_Il

てlヽI
.つ

･

'
l'
rL:-･Q.i

'

4,
㌧

の

t

'jp
･

･華.()
′
ノ

た

:良

声量笹諦観 所 領頼講象丸O .I/ftl 名演 や虹
･, 『妙訴 場 味･印加 義政負細 ‰ /け1琴錦't

項最電 線 帥 鵠墳丘●7号甲 ･主亀乞

鼻声見得 埠 竣 朗 由 占-j間 組 毒鹿●

毛蔑経度 :/13:5年3R 兵年各面脇守i,o戸偽 酋脇や

l:.I: 中 ･ぺ 22*歯軸 帝幹.亨′禍 .- ,薄青野人甲乙
.ゞ

●.

野
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